
６回生 選択科目「美術Ⅱ」授業のシラバス 

教科名 芸術 科目名 美術Ⅱ 単位数 ２単位 

科目の 

目標 

○美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高

め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

教科書 高校美術２（日本文教出版） 副教材 美術 表現と技法（日本文教出版） 
 

１ 学習の目標 

(1) 幅広い美的体験の上に立ち、創造的な美術の諸活動を通して、自然や自己、社会などを深く見つめ表現する能力や、美術作品を多

様な視点から分析し理解したり、心豊かな生き方にかかわる美術の働きを理解したりするなどの鑑賞の能力を養う。 

２ 学習の方法 

(1) 予習について 

  ○基本的には必要ありません。 

 (2) 授業について 

  ○教科書・副教材は毎回持参してください。また、表現活動では、必要な道具や用具の準備について、事前に連絡します。 

 (3) 復習について 

  ○基本的には必要ありません。 

〈学習アドバイス〉 

○完成した作品等を題材ごとに設定した評価基準に基づき評価します。 

○美術大学を受験する生徒が、実技試験に対応できるよう対策演習を行います。 

 

３ 評価について 

 (1) 評価の観点 

観 点 趣 旨 

①美術への関心・意欲・ 

態度 

主体的に美術の活動に取り組み生涯にわたり美術を愛好する心情を深め、意欲的に創造活動に取り組

もうとする。 

②芸術的な感受や表現

の工夫 

自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生成し、主題に合った表現形式を選択し、創造的で心豊か

な表現の構想を練っている。 

③創造的な表現の技能 主題を効果的に表現するための方法を工夫し、創造的に表現している。 

④鑑賞の能力 
作品や作者の個性などに関心をもち、発想や構想の独自性や表現の工夫などについて、多様な視点か

ら分析し、理解している。 

 

 (2) 評価の方法（以下観点①～④は「(1) 評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期
考査 

単元
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技
実習 

発言
発表 

作品 
レポ
ート 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議   

①美術への関心・意欲・態度    ○  ◎       

②芸術的な感受や表現の工夫    ◎  ◎       

③創造的な表現の技能    ◎  ◎       

④鑑賞の能力       ◎   ○   

 

〈担当者からのメッセージ〉 

 ○授業中の創造的な活動の全てが評価の対象になります。主体的に活動に取り組み、創意工夫しながら制作する姿勢を大切に

してください。 

 ○自然や美術作品、文化遺産などに関心を持ちながら鑑賞し、芸術作品に対する理解や見方を深めるようにしてください。 

 ○受験対策のため、場合によっては授業計画にはない単元を臨機応変に扱うこともあります。 

■本校で目指す生徒像と身につける資質・能力 

高い知性 豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性 

探究心 情報活用力 調整力 

自律心 寛容さ 感受性 生命尊重の心 
強くしなやか

な心身 
日本人として

の誇り 
多様性の尊重 関心・意

欲 

問題発見

力 

情報収集

力 

論理的思

考力 

共感的態

度 

意見交換・調

整力 

A B C D E F G H I J K L M 

課題に関心

を持ち、問

題発見・解

決へ向けて

意欲的に取

り組むこと

ができる。 

生じている

問題や今後

生じうる問

題について

理解し、解

決方法を提

案すること

ができる。 

多様な視点

から必要な

情報を収集

し、整理・分

析して、意

見に結びつ

けることが

できる 

事象や関係

を把握し、多

様な情報を

整理・分析

し、論理的に

思考するこ

とができる 

相手の感情、

思考、行動を

理解し、共感

を示すこと

ができる。 

他者の主張

を理解し、自

分の主張と

調整し、互い

に納得でき

る結論を得

ることがで

きる。 

強い意志を

もち、周囲

に流される

ことなく、

困難に立ち

向かうこと

ができる。 

異なる価値

観や多様な

特質を理解

し、尊重し

ながら、互

いを高め合

うことがで

きる。 

有形無形の

美や自然に

対し、その

価値を素直

に受け止め

ることがで

きる。 

命の尊さと

健康の大切

さ を 理 解

し、何より

自他の生命

を尊重する

ことができ

る。 

困難に負け

ない強い心

と 体 を も

ち、あらゆ

る課題に対

して柔軟な

対応ができ

る。 

郷土に対す

る深い理解

と愛着をも

ち、日本の

よさを伝え

ることがで

きる。 

世界の多様

性 を 理 解

し、多面的・

多角的な視

野から他者

と接するこ

と が で き

る。 

 



４ 授業計画 

月 単元 学習内容 評価の観点 考査等 資質・能力 
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オリエンテーション（１） 
 
 
 
デッサン－材料と表現Ⅰ 
｢静物デッサン｣（９） 
言語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択課題Ⅰ 
美術大学実技対策演習①または
デザイン（１6） 
言語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デッサン－材料と表現Ⅱ 
｢構成デッサン｣（16） 
言語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択課題Ⅱ 
美術大学実技対策演習②または
油彩画（１4） 
言語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択課題Ⅲ 
美術大学実技対策演習③または 
立体彫刻（鋳金） 
言語 

 
○美術Ⅱの目標と授業内容 
 について学習する。 
 
 
○デッサンの基本的知識に 
 ついて学ぶ。 
・モチーフの組み合わせ方 
・形態の把握 
・陰影表現、質感表現 
○与えられたモチーフを自 
 由に組み合わせて、全体 
 の比例などに注意しなが 
 ら描く。 
○互いの作品を評価しあ 
 う。 
 
 
 
○美術大学実技対策演習① 
 下の課題から１つ選択す 
 る。 
 １ 静物着彩 
  与えられたモチーフを 
  組み合わせ、鉛筆と水 
  彩絵具で描く。 
 ２ 構成デッサン 
  自分の手とモチーフを 
  組み合わせてデッサン 
  を描く。  
○デザイン 
 課題：｢身近な環境デザイン｣ 
 店舗のロゴ制作及びマー 
 ク入りポスターの制作 
 
 
○与えられたモチーフを自 
 由に組み合わせて、全体 
 の比例などに注意しなが 
 ら描く。 
○描画材料は鉛筆・ポスタ
ーカラーとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○美術大学実技対策演習② 
 下の課題から１つ選択す 
 る。 
 １ 平面構成 
 ２ 静物着彩 
 ３ 構成デッサン 
○油彩画－技法と表現 
 油絵具の技法や表現方法 
 について学び、油彩で身 
 近な静物を描く。 
 
 
○美術大学実技対策演習③ 
 下の課題から１つ選択す 
 る。 
 １ 平面構成 
 ２ 静物着彩 
 ３ 構成デッサン 
○立体造形の技法（鋳金）に
ついて学び、作品を製作す
る。 
○互いに評価し合う。 

 
①学習内容と評価のポイント 
 をしっかり理解しようとし 
 ている。 
 
①デッサンの意義や表現の楽 
 しさを理解し、根気強く創意 
 工夫しながら課題に取り組 
 もうとしている。 
②モチーフの質感や固有色な 
 どを考慮しながら、空間を意 
 識した画面構成をしている。 
③描画材料の使用法について 
 理解し、特性を生かして創造 
 的に表現している。 
④自他の作品のよさや美しさ、 
 表現の工夫などを味わい、評 
 価している。 
 
①意図に応じてモチーフの組 
 み合わせや色彩の生かし方 
 などを工夫し、効果的にあら 
 わそうとしている。 
②効果的な表現をするために、 
 組み合わせや配色などを工 
 夫している。 
③目的にあった用具を的確に 
 使用し、美しく表現してい 
 る。 
④完成した作品を鑑賞し、よさ 
 や美しさを味わっている。 
 
 
 
 
 
①デッサン・彩色の意義や表現
の楽しさを理解し、根気強く
創意工夫しながら課題に取
り組もうとしている。 

②モチーフの質感や固有色な 
 どを考慮しながら、空間を意 
 識した画面構成をしている。 
③描画材料の使用法について 
 理解し、特性を生かして創造 
 的に表現している。 
④自他の作品のよさや美しさ、 
 表現の工夫などを味わい、評 
 価している。 
 
 
①意図に応じてモチーフの組 
 み合わせや色彩の生かし方 
 などを工夫し、効果的にあら 
 わそうとしている。 
②効果的な表現をするために、 
 組み合わせや配色などを工 
 夫している。 
③目的にあった用具を的確に 
 使用し、美しく表現してい 
 る。 
④完成した作品を鑑賞し、よさ
や美しさを味わっている。 
 
①意図に応じてモチーフの組
み合わせや色彩の生かし方な
どを工夫し、効果的にあらわそ
うとしている。 
②効果的な表現をするために、
組み合わせや配色などを工夫
している。 
③目的にあった用具を的確に
使用し、美しく表現している。 
④完成した作品を鑑賞し、よさ
や美しさを味わっている。 
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※授業内容を前倒しで行う場合があります。 
※【関心・意欲・態度】→①、【芸術的な感受や表現の工夫】→②、【創造的な表現の技能】→③、【鑑賞の能力】→④として表現しています。 


